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自他を大切にし、よりよく生きようとする児童の育成
～「考えを深める道徳科」の指導法の

工夫、改善を中心として～

加須市立志多見小学校

令和３年１１月１２日（金）



よく考える子

思いやりのある子

ねばり強く元気な子

学校教育目標



・自己肯定感の低さ

・規範意識の低下

・自主性の低さ

課 題



自他を大切にし、よりよく
生きようとする児童の育成

～「考えを深める道徳科」の指導法の
工夫、改善を中心として～

研究主題



仮説１

児童が問題意識をもち、主体的に
道徳的価値について語り合う道徳科
の授業を展開すれば、自他を大切に
し、よりよく生きようとする児童を育成
できるであろう。

１ 研究の概要



１ 研究の概要

仮説 ２

道徳科と全教育活動との関連や、
家庭・地域との連携を生かした道徳
教育を推進し、豊かな体験活動を充
実すれば、自他を大切にし、よりよく生
きようとする児童を育成できるであろ
う。



１ 研究の概要

校内授業研究部

○道徳科の授業実践
○評価の実践
○アンケート調査

環境整備部

○学校だより（道徳コーナー）
○掲示物の作成
○教材整備
○教育活動の充実

組織図

研究推進委員会

校 長



①物事を多面的・多角的に考えること
ができる発問の工夫

②物事を多面的・多角的に考えること
ができる話合いの工夫

２ 研究の実践～授業研究部～

③自己を見つめる振り返りの工夫

④小・中一貫教育事業
小・中ともに道徳教育を推進する学びの協働体として

⑤評価を生かした授業改善



導入 動機付けを図る段階

展開 自己を見つめる段階

終末 今後の発展につなぐ段階

気づく

とらえる みつめる

あたためる

ふかめる

２ 研究の実践～授業研究部～ 学習指導過程
「志多見小スタンダード」の改善



①物事を多面的・多角的に考えることができる発問の工夫

校内研修
浅見調査官による御指導

×価値観の押し付けではなく

◎教師の明確な指導観を
大切にした授業



中心的な発問を考える。（授業のねらいに強くかかわる発問）

主として多面的思考

主人公の心情や考えを明らかにする

主人公に
自分を重ねる

主人公を
客観的に見
る

自分自身の気持ちや考えを
もち、意識する

主として多角的思考

～は何だろう
なぜだろう

～はどんな気持ちだろう

自分ならどうする
～について
どう考えるか

～は、この時どんなことを考
えているのだろう

浅見調査官の
御指導

①物事を多面的・多角的に考えることが
できる発問の工夫



①物事を多面的・多角的に考えることが
できる発問の工夫

浅見調査官の
御指導



①物事を多面的・多角的に考えることができる発問の工夫

一つの授業を協働でつくる校内体制

中心発問 発問構成

模擬授業

ワークショップ型
教材吟味

ねらい



②物事を多面的・多角的に考えることができる話合いの工夫

話し合う内容の明確化

話合いを活性化する教
師の役割

温かい人間関係作りを
基盤に

教師側 児童側



②物事を多面的・多角的に考えることができる話合いの工夫
～学習形態の工夫～

ペア

トリオ

同じ立場・違う立場

全体



②物事を多面的・多角的に考えることができる話合いの工夫

～役割演技・ICTの活用の工夫～

問題意識

新たな気付き

思考を深める

場面絵



②物事を多面的・多角的に考えることができる話合いの工夫

～板書の工夫～

発問の視覚化

思考の視覚化



③自己を見つめる振り返りの工夫
～書く活動の工夫～

友達の考えとの比較

これまでの自分との比較

自分の体験と結びつ
けて…

どのようなことを心
がけたいか。

学習を通して学んだことは何か

自己の生き方の考えを深める

心のスケー
ル・理由



④小・中一貫教育事業
小・中ともに道徳教育を推進する学びの協働体として

小・中合同研修会

教材吟味表の共有化浅見調査官の御指導



⑤評価を生かした授業改善

自分の生活経
験におきかえて
道徳的価値を
考えることがで
きた記述

発問力診断シート

発言分析シート

言語分析すると…



⑤評価を生かした授業改善

６年「ロレンゾの友達」の例

発問・話合いの工夫の観点で見直すと…



①他の教育活動との繋がり
「思いやりプロジェクト」の作成

２ 研究の実践～環境整備部～

②家庭・地域との連携

④チームで行う評価

③道徳的な環境整備



①他の教育活動との繋がり
「思いやりプロジェクト」の作成

別葉

「思いやりのある子」
目指す児童像の共有化



①他の教育活動との繋がり
「思いやりプロジェクト」の作成

１年生を迎える会

運動会
実践化につなげるために



②家庭・地域との連携

 

道徳だより

ぽかぽかの実



教材コーナー

③道徳的な環境整備

授業の足あと

道徳コーナー



今後の取組

・家庭・地域の道徳教育に対する
啓発活動の充実

・「志多見小スタンダード」の改善と
多様な指導法の工夫

「思いやりの心を育む」家庭教育学級

「命の大切さ」を考える授業



ご清聴ありがとう
ございました。


